
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
＝
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
）
の
実

情
を
知
る
た
め
、
平
成
11
年
に
「
男
女
間

に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」
を
国
が

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
の
約
20

人
に
１
人
（
４
・
６

）
が
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
「
命
の
危
険
を
感
じ
る
く
ら
い

の
暴
行
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
13

年
４
月
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
以
下「
Ｄ

Ｖ
防
止
法
」）
が
成
立
・
交
付
さ
れ
、
同

年
10
月
13
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
施
行
に
伴
い
、
被
害
者

の
申
し
立
て
に
よ
り
裁
判
所
が
加
害
者
に

対
し
接
近
禁
止
命
令
や
退
去
命
令
を
発
す

る
保
護
命
令
の
制
度
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
被
害
者
の
相
談
や
一
時
保

護
な
ど
を
行
う
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（※）
が
動
き
出
し
、
被
害
者
保
護
に

つ
い
て
一
定
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
法
律
施
行
後
も
Ｄ
Ｖ
が
背
景

に
あ
る
殺
人
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
当

事
者
だ
け
で
な
く
、
親
戚
や
知
人
に
ま
で

被
害
が
及
ぶ
場
合
も
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は

基
本
的
人
権
の
侵
害
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

今
一
度
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（※）
本
市
で
は
、
池
田
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
（

７
５
１
・
３
０
１
２
）
が
そ
の
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
Ｄ
Ｖ
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
」
を

特
集
し
た
啓
発
情
報
誌
「
オ
ー
ブ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｄ
Ａ
」（
４
ペ
ー
ジ
、
２
色
）
を
発
行
し

ま
し
た
。
人
権
推
進
課
や
男
女
共
生
サ
ロ

ン
、
共
同
利
用
施
設
な
ど
で
無
料
配
布
し

て
い
ま
す
。

先
駆
的
な
活
躍
に
よ
っ
て
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
、
事

業
者
を
表
彰
す
る
「
池
田
市
男
女
共
同
参

画
顕
彰
制
度
」。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
第
１

回
目
の
受
賞
者
に
、
個
人
と
し
て
冨
阪
昭

子
さ
ん
（
い
け
だ
３
C

代
表
取
締
役
）、

事
業
者
と
し
て

池
田
銀
行
が
決
ま
り
ま

し
た
。

※
２
月
７
日

の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

贈
呈
式
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
男
女
共
同
参
画
担
当（

７
５
４
・
６
２
３
１
）

と
き
＝
１
月
17
日

午
前
10
時
　
と

こ
ろ
＝
神
田
小
学
校
　
内
容
＝
言
葉
や

楽
器
、
遊
び
な
ど
韓
国
・
朝
鮮
の
文
化

を
体
験
。「
み
の
お
セ
ッ
パ
ラ
ム
劇
団
」

の
公
演
や
ト
ッ
ク
、
チ
ヂ
ミ
の
販
売
な

ど
　
費
用
＝
２
０
０
円
（
18
歳
以
下
は

１
０
０
円
）

持
ち
物
＝
上
履
き
　
問

い
合
わ
せ
＝
人
権
教
育
課
（

７
５
４
・

６
２
９
４
）

と
き
＝
１
月
22
日

午
後
６
時
　
と

こ
ろ
＝
人
権
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
　
テ

ー
マ
＝
細
川
郷
と
細
川
神
社
の
成
り
立

ち
　
講
師
＝
細
川
神
社
宮
司
・
直
原
與

總
さ
ん
　
費
用
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ

＝
同
セ
ン
タ
ー
（

７
５
２
・
６
３
９

５
）

とき＝２月７日 午後１時30分～３時30分
ところ＝市民文化会館　内容＝シンポジウム
「あなたの息子を暴力の加害者にしないために～
あなたなら、どうする～」とオーブ・池田賞贈
呈式　費用＝無料　申し込み＝１月５日 から、
電話かファクスで男女共同参画担当（ 754・62
31、 752・9785）
※手話通訳あり。一時保育（１歳半～就学前の
幼児）を希望する方は同月30日 までに同担当。

作
家
、
N
P
O
法
人
W
A
N
A
関
西
代
表

藤
木
美
奈
子
さ
ん

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

竹
之
下
雅
代
さ
ん

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
・
こ
う
べ
代
表

正
井
礼
子
さ
ん

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

作
家

藤
本
義
一
さ
ん

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
パ
ネ
リ
ス
ト
】

約10年間、精神病
院を取材。DV被害者
に対しての理解者で
ある。昭和49年に直
木賞受賞

人
権
啓
発
講
座

第
16
回
池
田
オ
リ
ニ
モ
イ
ム
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昔
、
玉
坂
の
里
の
美
し
い
娘
に
、
近
く

の
村
の
若
者
が
恋
を
し
、
通
う
間
に
お
互

い
恋
仲
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
若
者

は
女
の
心
を
確
か
め
よ
う
と
外
で
隠
れ
て

い
ま
し
た
。
娘
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、

明
け
方
ま
で
待
て
ど
来
な
い
の
で
、
悲
し

く
思
い

と
詠
み
ま
し
た
。
若
者
は
そ
れ
を
聞
き
、

よ
り
一
層
仲
は
深
ま
り
、
人
目
を
恥
じ
ず

に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
世
間
の
笑
い
事
と
な
り
、

そ
れ
を
苦
に
し
た
二
人
は
川
に
身
を
投
げ

た
と
い
う
話
で
す
。
ま
た
、
こ
の
故
事
か

ら
「
待
ち
兼
ね
」
の
名
が
残
っ
た
と
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（

７
５

４
・
６
２
９
５
）

３
３
６
）
２
月
、「
豊
嶋
河
原
」

で
尊
氏
軍
と
新
田
義
貞
軍
と

の
戦
い
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
戦
い
の
正
確
な
場
所
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
西

国
街
道
に
程
近
い
、
箕
面
川

の
河
原
で
は
な
い
か
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
い
で
大
敗
し
た
尊

氏
は
、
九
州
に
逃
れ
ま
す
が
、
す
ぐ
に
軍

軍
勢
を
整
え
、
同
年
５
月
、

再
び
挙
兵
し
、
兵
庫
湊
川
の

戦
い
で
楠
木
正
成
を
破
り
ま

す
。
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
後
醍
醐
天
皇

は
比
叡
山
、
後
に
吉
野
に
移
り
、
一
方
、

尊
氏
は
光
厳
上
皇
を
奉
じ
て
上
洛
し
、
室

町
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。

道
を
南
に
し
ば
ら
く
行
く
と
、
池
田
市

と
箕
面
市
と
の
市
境
に
な
り
ま
す
。
国
道

１
７
１
号
池
田
バ
イ
パ
ス
を
く
ぐ
り
、
阪

急
箕
面
線
を
過
ぎ
る
と
、
国
道
１
７
１
号

と
合
流
し
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
西
側
は
豊

中
市
石
橋
麻
田
町
（
豊
中
市
の
飛
び
地
）

で
す
。

道
は
、
国
道
１
７
１
号
と
合
流
し
ま
す

が
、
す
ぐ
に
国
道
を
離
れ
、
右
手
（
南
西
）

の
水
路
沿
い
の
道
を
進
み
ま
す
。
こ
の
辺

り
は
以
前
、「
玉
坂
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

東
側
に
位
置
す
る
待
兼
山
と
と
も
に
昔
の

歌
人
に
よ
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
書
物
『
摂
津
名
所
図
会
』

の
中
に
次
の
話
が
あ
り
ま
す
。

箕
面
市
瀬
川
２
丁
目
の
箕
面
川
に
架
か

る
今
井
橋
東
詰
か
ら
南
に
歩
き
ま
す
。
こ

の
場
所
は
西
国
街
道
と
有
馬
道
と
の
分
岐

に
も
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
は

南
北
朝
時
代
に
至
る
合
戦
の
舞
台
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
幕
府
が
崩
壊
し
た
後
、
後
醍
醐
天

皇
が
政
権
を
握
り
ま
す
。
し
か
し
、
政
権

に
不
満
を
持
っ
た
足
利
尊
氏
が
反
旗
を
翻

し
、
各
地
で
転
戦
し
ま
す
。
建
武
３
年
（
１
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西
国
街
道
（
そ
の
２
）

西国街道に続く道（右に行くと有馬道）
＝箕面市瀬川２丁目＝


